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289　　　頭部用ポジトロンcT装置PosIToLoGlcA

における画像復元用ソフトウェアとその性質

　　遠藤真広、須田善雄、飯沼　武、舘野之男｛放医

　　研・臨床）　山本幹夫、富谷武浩、田中栄一（放

　　医研・物理）

　放医研の頭部用ポジトロンCT装置POSITOLOGICA
では、オンライン収集されたデータは既に128view×

1　2　5　rayの平行ビームの形式に配列されているため、

そのまま前処理及び画像復元を行なうことができる。

　前処理にはω事前平滑化、　②線形サンプリング

の不均一性の補正、　㈲吸収の補正等が含まれる。不

均一補正には、吸収測定用の回転線源をカラ撮りした

データを用いる。吸収の補正は被写体の実際の吸収デ

ー タを用いる方法と計算で求めた吸収データを用ハる

方法とを併用した．画像復元には、重畳積分法を用い

た。復元される画像の画素間隔は2　mnであり、画素数

は128×128である。補正関数はsheep＆Loganの補
正関数を基本とし、それをガウス関数で平滑化したも

のを、平滑化の段階を変えて数種類、用意した。

　角度サンブリノグの数と線形サンプリングの数、線

形サンプリングの不均一性、被写体による吸収及び画

像復元の際の補正関数等の画質t／C及ぼす影響を計算機

シュミレーション、実データの復元（ファントーム及

び臨床例）で調べた結果を報告する。

290 ノ医研ポジトロンCTのデ’：一タ処理

　　　　システム
放医trJr臨床須田善雄　遠藤真広

　　　物理　富谷武浩　山本幹男
　放医研頭部用；’tジトロンCTの方式は検出器を

一 様に連続回転させ，少ない結晶でデータ・1iンプ

リングの空間　密度を上げる．しかもこの高密度
化を複朶な回路構成を行なわづに得られるように

結晶配列ろ不均一化してある．また校正用線源は

通常園環状線’を菊1用するが、ここでは点線源

の回転によつて疑似的に作つている。従つてこ

の方式によりエミッシオンデータは検出器を一回

転、補正用及び透過データは64回転する毎に空間
的に均等なサンプリングデータが得られる．デー

タ収集はこのため回転角度モニターしながら行な

う．さらに像再構成がパラレルピーム型のアルゴ

リズムで行なえるように、データ編集を同時に行

なう．像再構成段階では円環状線源による検出器

感度むらと吸収による減弱補正を行なうが、なお

円環状線源自身、パラレルピーム化の際の変換テ

ー プルまるめ誤差、不均等配列設置誤差、角度サ

ンプリングの不充分性等々を検討しつつある．

291

討

カメラ回転式RICTの基礎的・臨床的検

牧野元治、勝山直文、川上憲司（慈大、放）

松山恒知、中岡庄一、田中三博（島津、医技）

292　　’HEADTOME’と’3’　Xe月函クリアランス法によ

る局所脳血流g測定　1一基礎的検討。

　　菅野　巌、上村和夫、三浦佑子、三浦修・、羽上

　　栄一、蜂谷武憲（秋田脳研、放）

　シンチレーションカメラLFOV－E形（RICT
装置）を用いて、下記のような点を中心に実験、検討

を行ったので報告する。

　1．　RICT装置の性能及び独自の問題点

　2　RICTイメージとPHO／CON前額面断層イ
　　　メージとの比較

　以上の点を中心に検討した結果、シンチレーション

カメラを用いたRICT装置では、カメラオフセット

（シンチレーションカメラの中心軸のずれ）がRICT

イメージに重大な影響を与えることがわかった。十分

にカメラオフセットを調整しないと、例えぱ点線源の

RICTイメージは点にならず、形が歪んだり、ドー
ナツ状になったりすることがわかった。本装置の性能

は、回転半径20cmにて、直径15m皿のコールドスポ

ット、及び15mm以上離れたホットスポットの点線源

は完全に判別できることがわかった。

　PHO／CONによる前額面断層像との対比に関して

も、ファントム実験、臨床例について述べる。

　ハイブリッド型ECT装置、　HεADTOMEと138　Xe脳クリ

アランス法による局所脳血流量分布図測定に関する基

礎的検討を報告する。本法では138Xeを非侵襲的に吸

入法あるいは静注法により投与する。この結果脳に拡

散する13s　x。量は非常に少なくなり、従ってECT像で

は統計誤差が増加したりする。この場合、従来の二次

元的な脳血流計算法の適用は困難であるためKann。＆

Lassenにより時間積分法が提案された。本法の原理は

終末呼気曲線と各クリアランス率ごとに予め計算した

クリアランス曲線の時間積分値表に測定したECT像を

対応させ、各絵素ごとのクリアランス率を求める方法

である。本法を実際に応用するに当り正しい局所λ値
を与えるための適格な大脳領域への設定法、ISSx。をで

きるだけ短時間に効率よく脳に拡散させる投与法、

また、血流量に関する情報密度の最も高い時間積分区

間の決定法等のいくつかの問題点が生じた。これらの

問題に関して、ファントム実験やコンピュータシミュレ

ー ションによる基礎的検討を行った。
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